
 

 

 

 

 

 

 

吸収分割に係る事前開示書面 
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2020年６月９日 

インパクトホールディングス株式会社 

  



2020年６月９日 

吸収分割に係る事前開示書面 

 

東京都渋谷区渋谷二丁目 12番 19号 

東建インターナショナルビル６階 

インパクトホールディングス株式会社 

代表取締役社長 福井 康夫 

 

インパクトホールディングス株式会社（以下「当社」といいます。）と当社の子会社である株式会社 RJC

リサーチ（以下「RJC リサーチ」といいます。）とは、当社を吸収分割会社とし、RJC リサーチを吸収分

割承継会社として、当社の事業の一部の権利義務を、2020 年７月１日を効力発生日として、RJC リサー

チに承継させる吸収分割（以下「本吸収分割」といいます。）を行う旨の吸収分割契約を 2020 年６月９

日に締結しました。 

本吸収分割を行うに際して、会社法第 782 条第１項及び会社法施行規則第 183 条により開示すべき事

項は、以下のとおりです。 

記 

 

１． 吸収分割契約の内容（会社法第 782条第１項） 

別紙１記載のとおりです。 

 

２．吸収分割の対価の相当性に関する事項（会社法施行規則第 183条第１号） 

RJCリサーチは当社の完全子会社であるため、本吸収分割に際し、RJCリサーチは当社に対して株式、

金銭等の対価の交付をいたしません。 

 

３．吸収分割承継株式会社についての事項（会社法施行規則第 183条第４号） 

RJC リサーチの最終事業年度にかかる貸借対照表の内容は別紙２のとおりです。なお、RJCリサーチ

について、最終事業年度の末日後に発生した重要な財産の処分、重大な債務の負担、その他会社財

産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 

 

４．吸収分割株式会社についての事項（会社法施行規則第 183条第５号） 

該当事項はありません。 

 

５．債務の履行の見込みに関する事項（会社法施行規則第 183条第６号） 

当社及び RJC リサーチのそれぞれの資産及び負債について、本吸収分割の効力発生日以後における

当社及び RJC リサーチの債務の履行に支障を及ぼす事情の発生及びその可能性は現在のところ認識

されておらず、当該効力発生日以後においても、当社及び RJC リサーチの資産の額は負債の額を十

分に上回ることが見込まれており、当社及び RJC リサーチが負担すべき債務については、履行の見

込みに問題ないものと判断しております。 

 

 

以上  



 

 

 

 

 

 

 

【別紙１】 

吸収分割契約 

  









 

 

 

 

 

 

 

【別紙２】 

RJCリサーチの最終事業年度に係る 

貸借対照表の内容 

 
 




